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郎

.
一
，つ
の
家
計
の
就
業
人
員
を
決
定
す
る
要
因
と
メ
カ
—
ズ
ム
は
複
雑
多
岐
に

 

わ
た
り
、
観
測
可
能
な
経̂w

が
現
象
の
説
明
に
ど
れ
ほ
ど
の
役
割
を
は
た
す

か
に
っ
ぃ
て
の
回
答
は
広̂1
な
1

的
分
析
の
結
果
を
侠
っ
，て
の
.み
用
意
さ
れ

■.
-
 

、
.

: 

る
で
.あ
ろ
ぅ
'0
.
:
.
'
.
.
,
,

最

近
p

D
.

 

L
o

辟

)

の
分
析
に
ょ
れ
ば
、
セ
ン
サ

K
資
料
に
っ
.ぃ
て
、
：合

衆
国
各
#:
市
の
妻
の
有
業
率.

(

妻
の
.人
貫
中
に
占
.め
る
収
入
稼
得
の
た
め
に
働

ぃ
て
ぃ
る
素
の
割
合

)

は
夫
の
収
入
と
美
事
な̂
■
の
相
関
開
係
に
あ
る
こ
と
力

示
さ
れ
、
ま
た
、

一
九
五
四
年

S
u
r
v
e
y

 o
f

 C
o
n
s
u
n
i
e
r

 F
i
n
a
n
c

a)
の
ク

口
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
资
料
を
用
い
たW
, 

の
多
変
数
回
帰
分
析0-

結
果
は
、
妻
の
有
業
率

(

の
指
標)

に
対
す
る
、
独
立
変
数
と
し
て
の
、
経
済

諸

量(

夫
の
収
入
、
財
産
収
入
、
負
債
等

)

の
影
響
は
^

^
で
あ
る
旨
を
報
告

し
て
い
る
。

パ

(

注
1)

p

o
. 

M
b
w
w

.

; Labor Force under C
h
a
n
g
i
n
g

 I
n
c
o
m
e

 

目d E
m
p
l
o
y
m
e
n
t
,

s
g
'

(

注 
2) 

R
.

 N
.
K
O
S
S
e
t
;

 W
o
r
k
i
n
g

 V7ives, 

1
9
5
00
.

P

V

H

.
ダ
グ
ラ
ス
の
先
躯
的
分
析
を
は
じ
め.と
し
て
、
こ
れ
ら
一
連
の
計
 

量
的
研
究
結
果
は
、
象
計
が
有
業
率

(

家
訢
锻
成
員
の
就
業
す
る
確
率

)

が
観 

测
可
能
な
経
済
変
量
に
よ
っ
て#

«
な
罾
罾
を
ぅ
け
、
且
つ
そ
の
効
果
は
量
的

 

に
.把
握
可
能
で
あ?>
'
'こ
.と
を
.示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

併
し
ァ
家
計
調
查
資
料
に
よ
る
わ
れ
わ
れ
の
回
婦
分
析
の
結
果
に
よ
れ
ば
、

 

ク
ロ
ス
セ
ク
.シ
ョ
ン：

資
料
に
あ
ら
わ
れ
た
有
と
家
計
の
経
済
量
お
よ
び
人

 

ロ
学
的(demographic)

要
因
と
：の
回
帰
方
程
式
の
係
数
は
年
々
変
化
す
る

 

こ
と
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
前
記..L

o
n
g

の
分
析
に
お
い
て
も
妻
の
有
 

業
率
と
夫
の
収
入.の
間
の
相
関
が
都
市
間
で
変
位
し
て
い
る
。
.こ
れ
#
の
ク
ロ 

ス
セ
ク
シ
ョ
ン
資
料
の
時
系
列
的

(

お
よ
び
地
域
的)

変
化
が
、
い
か
な
る
要
 

因
と
メ
力
ニ
'ズ
ム
に
.よ
っ
て
起
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
有
業
率
変

 

化
の
メ
ヵ
.，"ズ
.ム
.を
自
^
§
に
解
明
す
2>
':た
め
'に
、
ひ
.い
て
は
変
動
の
予
測
を. 

行
な
ぅ
ぅ
ぇ
^
お
.い
て
.、
_必
要
不
可
欠
な
も
の.で
あ
る
° 

各

時

点

に

お

け

る

有

業

率

の

回

帰

方

程

式

が

-^
動

す

る

メ

力
ニ
ズ
ム

を
把
握 

す
る
た
め
に
、
筆

者

は

に

お

い

て

、
余
暇
と
所
得
の
選
好
場
を
導
入
し

て
、
遴
好
場
常
数
を
計
測
し
た
。
そ
の
結
果
さ
ら
に
家
計
.の(

世
帯
主
の)

双 

得
^
^
間
で
選
好
場
の
形
の
異
な
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
が
結
論
さ
れ

た
。

■■
ノ

(

注)

小
居
恵
ー
郎
十
賃
金-
屈

用

分

析

の

計

量

的

基

礎

」

三

田

学

会

雑

誌

.
：

 

,
昭
和
三
十
三
年
八
月
。

 

;

.

併
し
こ
の
分
析
の
段
階
に
お
い
て
は
、
.
.適

切

な

性

格

の

資

料

で

あ

る

^

於

 

収
入
醫
別
資
料
は
、
.昭
和
ニ
十
九
年
九
月
の
家
計
調
查
特
別
集
計
と
三
十
一

 

ハ
ヰ
八
月
の
社
会
保
障
実
態
調
査
資
料
再
集
計
結
果
だ
け
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
前

. 

稿
の
結
果
は
、
更
に
資
料
の
整
備
を
ま
っ
て
補
正
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

.っ. 

だ
。
幸
に
そ
の
後
家
計
調
查
資
料
三
十
年
、
三
十
_ー
年
、.
.三

'±
一
年
が
各
九
月. 

分
に
つ
い
て
再
集
計
さ
れ
る
運
び
と
な
り
利
用
可
能
の
情
報
が
著
し
ぐ
増
加
し

 

た
。
此
の
稿
の
分
析
は
、
新
資
料
に
ょ
る
計
測
結
果
と
そ
の
吟
味
に
つ

.

.い
て
0,

て，
(

注〕

；

報
告
で
あ
る
。

：
 

.
'

(

注〕

唑
業
家
货
行
動
分
析
プ
ロ
 

*
ェ

ク

ト

尾

崎

嵌

、
佐
野
陽
子
両
氏
お 

ょ
び
筆
者
の
協
同
研
究

「

ゎ
が
ー
国
就
業
機
構
の
箭
量
的
分
析
^
㈡

-
^
労

働
_ 

協
会
雑
誌
第
二
、
第
三
号)

に
お
け
る
筆
考
担
当
の
許
測
は
本
稿
の
針
溯 

;
A

、
B

と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
0
こ
れ
ら
の
結
果
は
訃
测
階
層
を
変
化
せ 

し
め
て
、
-.
:
更
に
输
証
.さ
れ
：る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
0

本
稿
で
は
供
給
モ
デ

.ル
の
再
編
成
と
と
も
に
残
さ
れ
た
と
の
点
の
.吟
.味
も
ま
た
行
な
わ
れ
る,0

,

. 

.

-

ベ

1.
.

.

.

:

.

S
.

労
働
供
給
簾
の
理
論
模
型‘

-

仮
説
'
.⑴
... 

,
.
:
•
'
:
' 

. 

. 

V

余

暇
•
所
得
選
好
.場
と
変
位
の
訐
测
 

：

、

-

 

-

 

'
 

.

I

.

.

.

核
所
得
馨
別
家
計
調
查
資
料
の
核̂
媒

醫

^
に
属
す
る
代
表
家
計
は
、

痼
有
の
人
口
学
的
、
社
会
学
的
特
性
に
货
っ
て
備
有
の
選
好
場
を
も
つ
。

1
.

貯
蓄
を
ふ
く
む
財
の
処
分
量
を8r
=
l
,
:
:
:
s
y
そ

の

德

を

れ

と

.

.叶
れ
ば
次
の
.関
係
を
.み
た
^

^
処
分
量
の
指
標
と
定
義
す
る
。

S

 

.

,

.

.
M
^
‘
8
s
^
p
.
.
x
.
.
.

(

.
p
.
:
.
G
.
P
.
I
i
n
d
s

)

.

.

.

 

■

 

. 

■ 

:.
ー.つ
の
核
所
.得
階
層
の
代
表
家
計
の
非
核
家
計
員
数
をN、
第
i
#

目
の

非

核

収

入

機

会

へ

の

就

業

人

員

を

へ

N
S
Q
=
V
.
:
.
:
J
>

収

入

率

をW ,
-

と
す

れ
ば

,s 

S

は
、
-.
 

: 

:

;■

.,
g

c
o
=
s
(
N
」
，x

»

。

代
近
似
さ
れ
る
0

' 

一/ 

:

へ
.

2
:
:選

好

場0)
)
:は
ニ
次
形
式
で
ぁ
ら
わ
さ
れ
る。

-

,

. 

'⑵

..核
収
入
^
®
£
.
.
に
属
す
.る
代
表
家
計
执
と
.フ
に
属
す
る
扮
は
夫
々
相
異
な 

パ

る

選

好

場

を

^

っ0

■

パ

'

:

一
七
;C

八
四
^)

M
w
i
N
i
w
.
N
M
5

T
1
.

1, 

.

'
を
，み
た
す
抓
を
非
核
収
入
機
会
の
収
入
率
と
定
義
し
、
ま

た
と 

か
け
ば
、
家
計
，.の
余
暇
率
^
は
 

、

!

1

 

I

 

}1川

>

'とM

義
さ
れ
る
。
家
|1
.0
適
好
場
.
.

(a) 

s
"
A
/
l
i
,
.
:
:
^
s
" 

N
,

 

.さ
，.
<7)

ぐ
：：

靈

I
 

•

,

.



.⑶

：
選
好
場
の
醫
間
変
位
は
余
暇
、
，
お
ょ
び
所
得
.の
限
界

効

用

農

の

截

片

.

が
核
所
得
と
線
型̂

^

す̂
"0
;̂
ぅ
な
仕
方
で
--
^
き
て
.い
る
。

-:
'
:'■

⑷
.

家
|+
-

の
非
_

成
員
は
核
収
入
お
よ
び
非
核
収
入
率
お
.よ
び
資
産
八
ょ
り，
. 

一
又
は
他
の
源
泉
か
ら
の
不
労
働
収
入
を
所
#

4
し
て
.効
用
指
標
を
極
大
に
，す. 

丨
る
ど
ぅ
に
佘
睱’
所
得
の
選
択
べ
供
給
量
の
決
定

)

を
軚
匕
な
ぅ
。
-'
.

 

,

.■
'

 

仮
説
⑴〜

⑷
は
前
稿
ま
で
の
分
析
結
果
に
よ
つ
て
支
持
さ
れ
て
き
た
も
の
ズ

あ

つ
て
、
こ
の
分
析
の
出
賺
ど
し
て
猱
用':
$
れ
る
。

V

:

■

:

■■
'■
. 

,
■
:

,
:
.:■
■
.
.
.
.
-

 

:

V

 

■

 

:

.

:

.

 

: 

.

.

. 

.

■■
'

.

:■
;

:
-*
.

:■
■

.

.

.

.

⑵

特
定
该
所
得
醫
の
代
表
家
計
に
関
す
る
不
靈
好
場
の
も
と
で
の
理

，論
樹
型 

&
 

•

F
'*
'
モ
デ
ル

)

.
：
：
 

.：
'
、

仮
^

3

2
お
ょ
び
(2
)

に
ょ
つ
て
核
所
？£

*

ズ
に
属
す
る
代
表
家
計
玫
の
選

好
場
を
、
ニ̂

^
 式
：

:

:■ぐ
:

,
.
.
.
'
、
.....,ゾ
.

B
s 

H
^
^
+
r
2
K
+
r
3
x
l
v
l
+
r
4
N
*
y
l
+
-
^
(
N
*
b
2

-で

把

握

す

る
.

:

'

:.

'■
‘；
.

 

一
 

.,

;

“

V
I
:
;
:'

7
*
c

(

o=M

,
.to
, 3

,

. 4, 

5〉

".酿
^
麵
雜
释
.

所
得
の
稼
得
額
と
処
分
額
に
つ
い
て
の
|1
#
ま

は
..

(2)
F
H
^
I
+
w
'
i
I
^
+
a

 

P

:

P

P

.

I

.

 

i
n
d
e
x

 

,
,

-

.

.

V

.
 

-
V
.
V 

一
 

八

(

八
四
八)

•
 

0

0

.

' 

w

t.

0 
^ 
§

 

0

^

^

0

1

5

^

 

'

■5
5
:
雒
荡
有 

A
-M
.

 

a
_
:瘅
M

^

^
rv
o

^

^

'

M

^
lv
-v
^

-M
^

^

^

^

;

'.
.
.仮
説
2
に

«|
;
'り
^

^

^
と̂
し
て
<0
を
極
大
な
ら
し
め
る
家
計
の
余
暇

•

所 

.

得
の
.邏
択
結
果
は
余
暇—

所

得

の

：限

界

効

用

均

等

式

.':

.

.
'
:を
：み
.た
す
。.
.(
3
)
.
.
に
(1
)

を
適
用
オ
れ
ば.
.
.
.
.
' 

.

、V 

7
*
I
H
+
7
*
2
+
T
3

(

^

*

b丨.
T
5

(

5i
*
fe
:
:
-{
-
7
*
4 
十

:

、

B
.
. : 

: 

P'; 

.

.
: 

f 

w

*

:

:■
こ
.の
式
'に
⑵
：の
関
係
を
代
入
し
て
、
パ
に
つ
い
て
解
け
ば
、

,
ぐ'
'
丨
づ

 

色—
r9w:<ilracw=<CN^Ill

&.
十 

r
5
N
*
!+
^

V
: 

H

l

i

i―

;

著

1

2

|

 十
ョ

■

;」

こ
れ
は
第£

核
収
.

人
®
.
の
家
計
の
一
労
働
供
給
ス
ヶ
デ
ュ
ル
で
あ
る
。
(5
)

式 

■

:

.

に
ょ
れ
ば
こ
：の
：家
計
で
非
^

^

入
率
がV.

一
 

定
で
あ
る
と
き
は
、
非

核

有

肇>
 

は
核
叹
入
>-
1

お
ょ
び
そ0
:

^

入
源
の
不
労
取
入
《
に
対
し
て
線
型
の
関
係
で 

、
.
.
.変
化
す
る
こ.
と
、が.
知
七
れ
る
。：

:
:

■
⑶

家
計
調
遙
資
料
の
各
階
層
に
树
響
る
可
囊
好
場
模
型

(

Y
 

F 

♦

モ
デ
■ル)

：

- 

-
 

• 

■

.
'も
し
、.各
核
収
入
階
層
に
お
い
て_
を
.一
定
と
し
て
I
お

ょ

び«-
だ

け

を

変
 

.

^
せ
：し
め
.る
と
ぃ
ぅ
直
接1
2管
理
さ
.れ
た
実
験
が
可
能
な
ら
ば
、(5
)
式
か
ら
選

好
場
常
数.フ

(
<
?
=
1
,
2
,

.

.

.

.

.

,
5
)

を
階
層
ご
と
に
直
接
計
測
す
る
途
が
開
か

れ
る
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
家
計
調
査
資
料
か
ら
は
、
各
階
層
の
代
表
家
計 

に
つ
い
て一

つ
ず
つ
観
测
値
を
知
る
こ
ど
が
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、 

常
数
の
推
定
値
は
パ
とW

、
I

、
a

の
間
の
関
係
を
あ
ら
わ
す
回
婦
方
程
式
の 

■

係
数
か
ら
求
め
る
の
で
あ
る
が
、
(5
)

は
%
に
関
し
て
線
型
で
な
い
か
ら
推
定
上 

の
麵
が
お
こ
る
。
ガ
ゥ
ス
の
繰
返
近
似
最
小
自
乗
法
の
推
定
値
.は
前
稿
に
述 

へ
た
と
お
り
わ
れ
わ
れ
の
仮
説
と
整
合
的
な
推
定
値
を
与
え
な
い
。

此
の
点
に
つ
い
て
の
目

_

は
、

.

選
.

好
場
⑴
の
家
計
特
性
指
標
び
に
特
殊
な
姓 

質
を
仮
説
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
に
上
っ
て
処
座
さ
れ
た
。

第
.

-

核
収
入
階
層
と
他
階
層
の
代
表
家
計
の
構
成
員
は
、
相
異
な
ゐ
性
、
年
.
 

齢
、
そ
の
他
の
特
性
をも
つ
と
考
え
ら
れ
る0

従
っ
て
■供
給
凾
数(5
)
を
i

お
ょ 

び
他
階
層
に
適
用
す
る
に
は
、
特
性
ダ
を
陽
表
的
に
考
慮
し
な
げ
れ
ば

な
ら
な 

い
。
特
性
び
の
凾
数S

を
家
計
特
性
指
標
と
し
て、

.

.

:

e
,
. 
T

cv
s'.',

- 

• 

. 

.

.

.

と
あ
ら
わ
し
、
み
の
意
味
を
次
の
式
で
定
義
し
ょ
う
。

3
.
V 

N
I
N
*

 

.

,

こ
こ
に
况
は/

以
外
の
階
層
の
直
接
観
测
さ
れ
る
家
計
人
員
、
N ,
は
階
層
の 

う
ち
基
準
と
す
る
任
意
の.i
階
層
の
直
接
観
測
可
能
な
家
計
人
員
であ
る
。

i 

醫
の
家
計
と
i

等
の
階
層
の
家
計
は
相
互
に
家
計
特
性
が
'

異
な
る
が
、
ヅ 

と
た
を
比
較
す
る
に.
は
.

1

階
層
を
媒
^
と
，す
る
こ
と
を
(7
)
式
は
意
朱
し
て
い

:
:余

暇
.
所
得
選
好
揚
と
変
位
の
計
測
''
.

3
を
観
測
可
能
な
量
で
捉
え
る
た
め
に.次
の
仮
説
を
設
け
を
。

仮

説

(5
)

.家
計
特
性
の
指
標5
は
纟
階
層
の
非
核
収
入
率
%
と
比
較
対 

象
階
層
の
非
核
収
入
率
识
の
凾
数
と
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
。

:

i'
oo) 

l
e
w
,

 W
*
)

i- 

:

V

と
く
に
最
も
簡
単
な
表
現
と
し
て
次
の
凾
数
形
を
採
ろ
ぅ
。

:

.

.
W

.
.

.

(
9
)

OJ
H
W

I 
■

,

、

^
 

,

(7
)

と
⑶
を
(5
)
に
代
入
す
る
と
供
給
凾
数 

.

(10) 

N

 
セ
"

：l

^

T

^

ォ3̂

—

W
*

(

r2l
^l
ir4

^l+
(
r
5—

r
^
^
-
l
N

.

、

4

X
 

(

灶

-
ぎ

叫

ま

.
令
得
る
。

.て
 

:

 

⑷

選
妬
場
常
数
と
変
位
ぺ
ラ
メ
タ
の
推
矩

(1
0
)式
に
お
い
て
ば’
m:

は
基
準
核
収
入
階
層
の
非
核
収
入
率
だ
か
ら
一
つ
の
時 

点
に
.お
い
て
は
常
数
で
ぁ
る
。

従

？
て(1
0
)式
は
1

^
と
抆
と
1
诼
を
独
立
変 

数
と
し
て
含
む
線
型
方
程
式
と
な
り
、
最
小
自
乗
法
を
適
用
し
て
回
帰
係
数
を

撖
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
ャ
す
な
わ
ち
、

：

バ-

.

'
-

■
■

- 

-
'

■'
.
,'
f 
減

=
p ̂

:

.-

.

.

. 

-
 

:

.

:

'

.

.

.

. 

+ 

■ 

• 

• 

•
 

.

.

.

.

. 

•

'
•
•■
■-
ニ'
九

：
C
A'
.
四
九)

‘



c
l
=

卜 

I
 

T
fop

i

 

1 
"W* 

*
 

f

 

叫

—
F
\
—

コ
' 

i

f

^

コ T
*

 
)

:

|

(

嗰

ン

ザ

f
, 

.w:.

T

5

i

r

«

I

\
.

:
-

 

w
«-
へ

ン

，

ノ

T
4

 I

J o j M  t o j e

匀 h j

叫
tst い

V

'

ノ
. to

ノ 3

こ
こ
に甚

ま
た
は
余
暇
の
需
要
量
似
で
あ
ら
わ
せ
ば

 

迓 

N
!
1
K
+
C
2

^ r
^

こ
こ
に

パ
ラ
メ
タP

<
5
.
=
1
,
2, 

3
)

又
は
。0 ,
を
制
約
を
課
さ
ず
に
推
定
す
る
た 

め
に
(1
1
)又
は
脚
式
を
.

(15) 

>
=
C
1
+
C
V
^
-
+
C
3
^
+

多

.

.

u
l
:
N
o
^
)

 

n
辞 5 

r
a
n
d
o
m

 v
a
r
i
a
b
l
e

ま
た
は

g
Z
1
 
= 
C
1:
+
P
.
.
.
^
^
.
+
P
.
^
.

Z,
.
+
U2
 

.

“
l:
.

N

o
^)

^
辞 5

の
形
に
導
い
て0,
叉
は
。0 5
の
推
定
を
行
な
ぅ
。
 

.

.
方
程
式
脚
は
任
意
め
階
層.
\ン
4'
寸
の
代
表
家
.計
に
関
す
る
労
働
供
給
凾
数 

で
あ
る
。
但
し
、；
れ
お
ょ
び
ハ
は
仮
説
⑶

に
ょ
っ
て
?«
.個
の
階
層
で
夫
々
相
異 

な
る
値
.パ

.^20
.
=
1
,
2, 

S
,
…

…

を
も
つ
も
の
と
さ
れ
て
い
る

0 

関
係
式
(1
2
)又
は
(1
-
1
-
)か
ら
は
各
階
層
の.ぢ
パ
4
を
推
矩
出
来
な
い(u

n
d
e
r

 

i
d
e
n
t
i
f
i
a
b
l
e
)

が
仮
説
⑶
に
よ
っ
て
、̂

と
H

を
夫
々
第
f
核
収
入
階 

層
の
核
収
入
T

i
次
の
関
係

S
.
1)

(17.2)

(

r

l
: ;
。
^

s

f

r
l
"
-
r
o
+
i

 1-
^

に
あ
る
と
お
け
ば
余
暇
需
要
方
程
式
，

(

労
働
供
給
方
程
式
の
変
形

)

は
脚
式
の 

形
に
導
か
れ
る
。

f o

ill
-
?
n
)
l

w
关

Ilr2
N

十

(

r
l
+tx
l

)

ノ
to

»t }

匀 | h  

+  

{ o | h ^

名

.
2

r
3

;
T

ニ
.o (

八
五
o)

両
辺
を
^
で

餘

せ

ば

..

e

^

N

C

? 
士
Q

t
-H
c
l
^
, 

'
' 

た
だ
し1

。
1

〔

又

^

~
^

^

' 

v
§
.

2) 

C
r

4
〔
(
n
t
。
(

咖

v

f

 

3命

〕

|

ノ
 

1

.

^

㈣
式
は
形
式
上
は㈣
と
お
な
じ
で
あ
る
か
ら

に
.ょ
つ
て
&(

ぺ
=
1'*
2
'.
.
3

)

，
の
最
小
-
2
1
:
乗
推
矩
が
可
能
で
あ
る0 

:(

2
0
b

〜
(

2
S)

を
変
形
す
る
と
、
.次
の
関
係
を
得
る

(22.1) 

r
l
c
c
f
—
l
^
^
^
+
r
s
G
c
f
—
l
'
+
'
w
c
x
/
n
o

I

 

n

(

,

)

u

9

)

J :
d l
x

d l
=
尊

-

(
2
2
.
3
)

^

- ^
T

^

^

T

c

r

—
2
r
3
(
^
^
+
r
5

..C22.1)〜
(
2
2
.
4
)

はV
C
(
C
H
1
,
2
,

尸

4
, S

)

に
.関
す
る
線
型
方
程
式
で 

余

暇

•
所
得
選
好
場
と
変
位
の
計
測

あ
る
。
0
ざ

=
1
,
2
, 

.3).

は
各
年
度
に
つ
い
て
推
萣
さ
れ
、
基
準
階
層
の
非

 

核
収
入
率|

も
ま
た
観
測
可
能
だ
か
ら

(22,1〕
〜
(
2
2
.
4
>

の
未
知
数
は
r

b 

-=1, 

2
,
:

:
.
V
5

)

で
あ
る
.0

し
.か
し
、

一
力
年
のcf

Q
=
l
,
2
,

Co)

と
獅
を 

知
'ヮ
た
だ
け
ヤ
は
未
知
数-ジ
3

”
1
,
.
:
‘

：
，5
>を
決
定
す
る
に
十
分
で
な
い
。

一
ニ
'0
?
办

塞

め

圓

帰

係

数
&

と

0
|
,
£

(

？

1
,2,

co
>
が
計
測
さ
れ
、
両 

年

度

の
-
w
*
c
w
*
v
と

勻

类
+,
1

)

と

F
(
F
，
p
,
-
,
0

が
知
ら
れ
れ
ば 

=
1
,
…

…
，
5
)

は
完
全
に
淡
定
さ
れ
る
こ>
が
わ
か
る
？
す
な
わ
ち
、(

2
0
b 

式
に
.
.
w
5
f
s

-,
.
w
*
!
M
-
l
,
o
^
a
r
+
l
Q
=
=
l
,

2, 

3)

を
代
入
し
て 

e
t
+
l
.両 

時
点
に
関
す
-§
ニ
.っ
.の
方
程
式
\

,

rl( a
-
l
)
(
^
-
)

 l
r
s
(2 a

l
l
)
(
-
^
)
+
a

r5=
0

(23

.1)

八
3(

a
i
-
l
M
>

(

：̂

i±
i
.
y

—

l

s

i

_

l

)

へ

.

.

.

.

. 

.

„ 

I 

十8
+
17*5 =

 0 

.

を
得
る
。
こ
の
式
か
らn
の
^
ち
の
任
意
.の
ー
っ
例
克
ば
r5
を
1
と
お
け
ば
、 

ハ
と
^
が
求
め
ら
れ
る
。

次.に
、
求
め
ら
れ
た
れ
と
れ
を

§
.
4
)

に
代
入
し

て

.
- 

-

-

一
に
よ
つ
て.
.

f o
r 

と
.
'5>
.
+
1
.
が
.
'-f
t
算
さ
れ
る
。
K >
t

,

f o
.
t
-
n
, 

p
、，

十i
,
w
*
、， 

■ w
?
l
,

 

r
r
r
s

^

a

o

r

l

Q

"

l

,

2, 

3
)

と
と
.も

に(

2
P
2

)

に
代
入

-

ニ

一(

八
五
一)

f

 (

f
ダ
^

7

才

t o

f

 (-
1

 

5 -
C+
.
+1⑴.nl



ニ
ニ 

(

八
五
ニ)

.

M

芝

W
*
、 

.
I
V

冒

 

.
=fe
b
«*
~

P
，

VV
W
.

『*
<
+
1

ゴ
J..

へ
ミ
*
、
.+ 

M
i

l

i

*

+M

(24.2)
I 

=50
0 :
^

■
 

: 

=

f o
3

a
z

.

f

.

l,.
:

か
ら
变
位
パ
ラ
メ
タ
ム
と
ハ
が
求
め
ら
れ
る
。

.
最

後

に

耙JTi,. 

r
l
,
^
b
、
，
 

?
1
.を

(

2
3CO)

式
に W

き

！V

 w
!

 - F
,
+
l
,

a

c

r

l
 

C
T
1
,

2, 

3
)

と
と
も
に
代
入
す
れ
ば
次
の
ー
ー
ー
つ
の
方
程
式
を
得
る
。

•
 

L
7
W
*
,

 V

 

ぅ l
y
*

o

w

.

X
丨

c
r
l

こ
れ
か
ら
^0
、
^0
を
求
め
る
ご
と
が
で
ぎ‘る
。

.

■
か
く
て
、
選
好
場
常
数
打
、
/3
、

作
と
変
位
パ
ラ
メ
タ
ル
、
山
、
ro
、
ハ
の 

推
定
方
法
の
問
題
は、
.

^

^

;

w

f

f

p

-.
p
5
1の
把
握
に
し
ぼ
ら
れ
る
。
' 

t P
”

と

P
H
+
1
.

に
は
生
計
費
指
数
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
よ
ぅ
。

前
稿
に
お
い
て
は
、

4

-
を
求
：め
る
の
に
、

家
計
調
査
特
別
集’ 

計
の
え
ら
れ
る
昭
和一
一十
九

年(

九
月)

と
厚
生
省
資
料
再
集
計
の
三
十
一
年.
 

(

八
月)

(

入
手
可
能
な
核
収
入
階
層
別
資
料
の
す
べ
，
て
で
ぁ
つ
た)

の
ニ
力
年 

に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
六
万
円̂

!
お
よ
び
.三
、
四
万
円(

B
地
区)

未
満
が
得
ら 

れ
た
。
こ
れ
は
厚
生
省
資
料
が
比
較
的
低
所
得
.に
偏
っ
て
い
た
た
め
ハ
胄
得
階 "

層
区
分
も
家
計
調
査
資
料
は
四
午R
で
あ
る
の
に
対

-L
て
厚
生
；
省
資
料
は
一
一
千

 

5

.,

1,
階
層
内̂

靈

世

帯

数
'ー.
0廳

の

も

：の
を
除
い
た
た
め
で
あ
る
。

 

、'
け
れ
ど
も
、
㈣〜

蚀

式

を

用

い

て

巍

好

場

常

数

へ

ぺ

お

よ

び

変

位

パ

ラ

メ

タ

〉 

，
を

決

定

す

る

に

ば

、
；

*

#
よ
.

び
：#

十1

年
度
に
：お
い
て
同
一
母
集
団
に
属
す
る

 

■家
計
離
.

(

階
層>

.

が
杷
握
き
れ
ん
必
要
が
あ
るo 

:

w

*

s
は
古
年
度
に
お
い
 

て
計
測
さ
れ
た
基
と
お
な
じ
家
計
特
性
を
も
つ
.家
計
の
属
す
る
階
層
の

 

¥
1
#

度
に
お
：̂
る
非
核
取
人
率
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
昭
和
ニ
十
九

 

.

〜

三
十
--
'
1年
に
.わ
た
る
資
料
が
入
手
可
能
と.な
>
,た
：の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
 

.

.

.
計
測
.を」

.

^
め
る
こ
.と
が
で
き
ふ
.。
..

昭
和
一
一
十
九

〜

三

十

一

一

年

に

於

け

る

同

一

特

性

の

家

計

階

層

の

範

囲

を

求

め

 

る
た
め
に
.'
,
次
の
仮
説
を
設
定
す
る。
',
:

;
仮

説

(6
)

:

所
得
階
層
の
逆
転
は(

逆
転
す
る
家
計
が
あ
っ
た
と
し
て
も

) 

無
視
で
き
る
。

..

最
低
核
所
得
階
層
四0
〇
〇
円
夫
-
|
1は
よ
り
畠
pi
®
か
ら
所
得
減
少
の
た
め 

に
移
行
し
た
1

が
支
飄
的
で
あ
る
こ
と
が
す
で-に
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、 

仮
説
(6
)
を
み
た
さ
ぬ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
計
測
範
囲
か
ら
こ

の
_
皿 

を
除
外
す
る
。

.'

'

仮
説
(6
)
に
よ
っ
て
、
ニ
：十
九
、
三
十
、
三
十
一
、
三
十
ニ
各
S

の
累
積
核 

所
得
分
布
に
お
い
て
同
一
の
百
分
位
点.

(percentile, position)

に
位
置 

す
る
階
層
は(
同
ー
''
特
性
を
も
つ
こ
と
に
な
る
か
ら

)

相
互
に
対
疮
せ
し
め
る
 

こ
と
が
.で
ぎ
る(
第
1
図
参
照)

。
：
一
階
層
内
に
世
帶
数
三
十
以
上
を
含
む
階
層

 

を
、.
こ
の
方
法
で
選
ぶ
と
、
昭
和
一
一
十
九
年
度
お
よ
び
.三
十
年
度
は
第
11
■階

第 1 図ジブラ所得分布（確率紙による)
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ノ
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亥 .対数
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-

-
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-

■
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ー
 :

計
測
し
た
結
果
で
あ
る
。
た
だ
し
、

I~

 ~
~

I
 

 ̂

V

.

a

出
l
l
a
v
a
H
c
r
,

i

—

1

1

.

1̂
.a 

.a
=
c
r

 

で
あ
る。
.

丨
l

!

j

l
丨

-
;
!榭—

4.
6
:
:
.次
に
仮
説(6
)
に
.ょ
っ
て
昭
和
ニ
十
九

〜

三
十 

ー“

 

>

.-,
';
;;
.4

一
.一
各
年
度
の
累
積
所
得
分
布
の
同

一
百
分
位
点 

A r
s

■.
.

.

,

,

''
に
位
置
す
る
家
計
を
と
れ
ば
、
相
等
し
い
特
性 

,

:

.

.

.

.

.

.

.

/:
:.
■■
.
..4
.
,

:

の
家
計
が
対
疮
す
る
か
ら
、
そ
の
住
意
.の
一
つ

-
—

—

1

4.
0
.
:を
*
_

罾
®

に
㈱

っ
て
、
そ
の
階
層
の
：非
核
収 

—

 

■■
 

■

.8

入
率
を
知
れ
ば
、
そ
れ
は

w
*
r

と

W
5
W
+
1

に 

.V
'

:

V

■;
:■
- '

色
發
ら
な
い
？
第

1

因
に
ょ
れ
ば
、
昭
和
ニ
十

.

い

:

:'
;;:
:
;:
“

'
.:
|
^
^
^

1

I

~

:■
'

.

.

良
，
よ
っ
て

.よ
く
近
似
さ
れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 

■
—

I

—

35
従
っ
て
基
準
家
計
を
平
均
核
所
得
を
も
つ
家
計 

.

ゾ

：

y
 ■:

•-
階
層
と
し
て
、
各

髮

分

布

の

平

均

値

(

幾
何 

a

:
、 

.
、
0.
1

:

:•:
:
.Q-
0

.

.平
均〉

"を
対
恣
せ
し
め
れ
ば
、
相
等
し
い
.家
計

特
性
を
も
つ
と
期
待
さ
れ
る
各
^
-

M

に
お
：け

る

核

所

得

P

M

が
求
め
ら. 

「

れ
^

^

,

)

^
1
を
知
つ
家
計

C

階
層 

>
-の
非
核
収
入

」

多

，
W

S
は
直
接 

資
料
の
上
に
あ
ら
わ.れ
て
い
な
い
か
ら
こ
，れ

を

interpolation

で
求
め
る 

■■
■J
:A

%、•次
の
'作
■

説
を
*
く
 
0ノ
■
::
• 

:
ノ 

ゝ
、
，
仮
説.
(7
)
'#'
^

^

の

变

化

率

は

核

収

入

の

変

化

率

と

近

似

的

に

等

し

経
済
変
動
過
程
の
あ
る
時
期
に
お
い
て
は
、
核
の
収
入
機
会
と
非
核
の
収
入

95
90
. 

一
 

.

.8
0

70
-6
0

50
,

40
30
:

20
,

. :

10
.

5

層
ま
で
、
三
十'
一
年
度
は12
階
鳳
ま
で
、
，三
十
一
.

ー
年
度
は13
醫

.

ま(

で

と

な
'

.る
：，

ン 

'
 

..

(

,

'■
.'
:

.

 

V 

.

第
1

表
は
方
程
式
脚
の
左
辺
を
、

パ
で
あ
ら
わ
し
た
変
形
式

:■
■
:
''
:

'

:

s

.

ぶ 

iM-
N

s

'

^

) l〔«
5
‘rando:m.variable

の

c
r
Q
=
l
,
:
2
'

 

3
)

.

を
上
記
の
方
法
で
選
択
さ
れ
た
方
法
に
ょ
？
て

,

■
 

: 

:■ 

.

'.
;

>

.

.

.

 
•

 

.

 
■

.
:.

/

 

.

余

暇
-
所
得
選
好
場
と
変
位
の
針
測：. 

：
:

'
:
/
\
パ



費H則階層
ジブラ分布 
平 均 値

O.P.I. ジブラ分布平均値 同左指数 
W*/PO.P.I.

昭29 2-11 14918 101,1 14756 ' 0.961722
30 2-11 15343 100.0 15343 1.000000
31 2—12 16123 100.4 16059 1,046653

第 1表 パ = 产 — 技 产 — の係数

Ci** 02林 : 奶 d3**JP
•+ ■；

K

0.122819 -0.145061 3006.57 十 2973.86 0,8986
0.062927 一 0.107383 - f4055,24 十4055.24 0.9094
0.082725, -0.098188 +4681.02 +4662.37 0.9148
0,046861 —0.096394 +6373.87 十 6158.33 0.9351

第 2 表

の  限  T 1
大 ③ ( D 界 第 1表 パ = が * + 仏 林 涵 +C产 涵 の 係 数

%  _  参 蟄 —— 一 ：. . :： . , . ー_,,!̂ ' . . ゾ：い: . i へ
命  m  Ci^  c ^ *  I ； o 3̂ /p k  : 、
屑 限 所 幸 —T ~ ~  — ——■:: - ~ ~ — -~ ~ ~ ~ —1  
经 界 得 た  0.122819 -0.145061 rf-3006.57 十2耵3.86 0,8986
H r  饜 0-062927 -0.107383 -f-4055,24 +4055.24 0.9094
方，p  代 十  0.082725, -0.098188 +4681.02 +4662.37 0.9148

T  营 る 。 0,046861 -0.096394 +6373.87 +6158.38 0 .9 3 5 1 .

H r  棼 ぐ — — >
与 f  1  A  — 第 } 表 — — ：— . . . ' : . い ：. .

言 麗 I ソ - 測階層幕ブ爲分器c .p .i.
q 効 る — — — 一一一一ニ - - - — 一 一 —

^  ^  へ 昭29 2-11 14918 101,1 14756 ' 0.961722 一

デ 30 2-11 15343 100.0 15343 1,000000 g
" も、 S  31 2-12 16123 100.4 16059 1,046653 へ

^  — ------..——  —— —— —~ ~ ^ ~ …丨- :—— - - — • 八.
、 も た g は 暇 す れ お 果 い 求 9 * 三 B の 推 音
V に 時 3 遞 の な ① ば よ 推 で た め A 十 欄 碴 定 S
S  、 、 g 滅 限 わ 在 、び 定 あ 場 すこ弓r — は で し

核 所 ぼ す 界 ち II B 結 る 合 w . * 年 三 あ た
収. 得 g る 効 、 丄 に 果 。 の を か 度 十 り と  
入 の し と 用 余 ド よ A 結 用 ら の 々 、 き

機
会
の
収
入
率
の
変
化
率
が
シ
ス
テ
マ
テ.ィ
ク
に
雜
難
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
 

る
か
も
し
れ
な
い
。
核
は
大
企
業
の.匾

用

収

入

機

会

を

も

っ

て

い

る

，の

に

対

し

 

て
家
計
補
助
的
非
核
労
働
は
相
対
的
に
小
規
模
企
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
.る
と
い

 

う
よ
う
な
場
合
は
こ
の
よ
う
な
動
き
が
期
待
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

。
.

<
R
0s

s
e
t

の 
'(1

■九

，五

四

年

度

)

単

一

方

程

式

回

帰

分

析

で

前

提

さ

れ

た

仮

 

説
と
お
な
じ
も
の.で
あ
る
。
が
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
仮
説
の
妥
当
性
に
つ
い
で
丨

 

の
ア
ブ
リ
オ
：リ
な判
断
は
、
，他
の
仮
説
に
つ
い
て
と
同
様
に
、
分
析
を
促
進
せ

­

し 
め
る
所
以
で
は
な
く
、
判
断
は
仮
説
に
も
と
づ
く
分
析
結
果
を
通
じ
て
な
さ

.
 

れ
る
べ
き
で
あ
る。
'

た

だ

し

、

現

在

入

手

可

能

な

家

計

調

查

資

料

は

核

収

入

に

づ

：
い

て

は

コ

ン

ト

，
.：

 

ロ
ー
ル
し
て
い
る
が
非
核
収
入
に
づ
い
て
は
し
て
な
い
た
め
に
、
非

#:
収
入
の 

i

内
分
散
は
、
こ
れ
を
直
接
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
比
較
的
に
大
き
い

 

.と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
：切
の
階
層
間
変
動
は
I

の
そ
れ
よ
り
も
顕
著
に
大
き.
 

い
こ
と
は
こ
の
予
想
を
裏
付
け
る
よ
う
に
悤
わ
れ
る
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
仮 

説
に
よ
っ
て
有
業
人
員

」

人
当
り
家
計
^
働
収
入
の
変
化
率
で
の
変
化
率
を

 

近
似
す
る
と
い
う
方
法
を
と
り
う
る
。
第1篆
に
掲
げ
る
よ
う
な，f
 

( 
r
 

.和
二
十
九
年
、
三
十
、
一一

I

十
.—*
年)

.を
得
た
'0

但
し
m
は

deflator 
p 

p. I, 

新
指
数
が
昭
和
三'+
年
を
甚
準
と
し
て
い
る
の
で
、./
.三
十
年
基
準
の
指
数
と
し:
 

て
あ
ら
わ
し
て
あ
る。
'

.

.

.第
1
表
お
よ
び
第
2
表
の
数
値
を31
*〜

4.
に

代

入

し

て

求

め

た

，
選

好

場

常

数

 

と
、
変
位
パ
ラ
メ
タ
の
値
は
第3
表
"̂
お
^(
ぴ
丑
襴
に
掲
げ
る
。A
攔
は
、
昭

.
 

和

ニ

ナ

九

〜

三

十

年

度

の
a
门cr

Q
=
l

ブ2
,
3
)

を

用

：
い

て

求

め

た

〕

か

ら■

第 3 表選好場常数と変位

パラメタ

針 測 A 許 測 B

r& —1.000000 -1.000000

n -1.620885 -2.351851

n -0.955304 -0.902686

A +2,235739 +2.519522
ri +1,646429 +1.236422
バ。 +21793.87 +26636.06

r 0 +18913.52 +20364.72

位

 

”
1

1
1

1
=

^

f

 

W

- !
.
- 2
-0
:

+ 2
.
+ 1
.
榻

+ 2
0

好
‘I

 数
と
変
位

。ハ
ラ 

メ
 

嫩

I

I

——

I

_
_

I

——
■

タ〉

が
、
事
実
.の
妥
当
に
把 

棚

/リ 

A

00
0

08
8

53
0

57
3

64
2

93
8

-3
:

5

握
し
て
ぃ
る
な
ら
ば
、
結
果 

»

.

り

測

1.
0

0

1.
6

2

0.
9

5

2,
2

3

16
4

'

21
7

18
9

を
用
ぃ
て
計
測
範
囲
の
外
に 

表

ぐ

針

ニ
 

| 

l

+

,H
d

 

+

於
て
観
察
さ
れ
る
事
実
を
よ 

i

rs
rl
rs
A

 

n

 

^

ro

く
説
明
す
る
ば
ず
で
あ
る
。

1

. 

.

I
.

し

か

し

、

計

測

に

.
用

い

た

資

，
 

料

の

範

囲

外

を

説

明

で

き

た

と

し

て

も

結

果

の

検

証

，は

十

分

で

は

な

い

。

針

測

 

結

果

は

よ

0-
広

い

槐

野

か

ら

、

計

測

結

果

が

見

出

さ

れ

た

こ

の

諸

事

実

と

整

合

' 

的

な

も
の

か

ど

ぅ

か
を
吟

味

す

る

必

要

が

あ
る
。
前

項

、
で

得

ら

れ

た

計

測

結

果

 

は

三

つ

の

視

点

か

ら

吟

味

さ

れ

る

0

第

一

に

、
計

測

結

果

の

安

定

性

に

.
つ

い

て

、 

第

1

.一

に

家

計

調

査

資

料

昭

和

三

十

ニ

年

の

観

測

値

に

対

す

る

説

明

能

力

の

観

点

 

か

ら

、

第
一
ー
，一

に

他

の

観

測

寒

実

と

刃

整

合

姓

に

つ

い

て

、

順

次

考

察

し

た

い

。

(1

)
観
測
値
の
安
定
性
 

.

•

選

好

場

常

数

お

よ

び

変

位

パ

ラ

メ

タ

の

計

測

値

八

は

23
.〜

24
.
式

を

用

い

て

ニ

 

十

九

〜

三

十

年

度

の

ば

、

w

、

.'
p

の

計

測

値

か

ら

、

B

は

お

な

じ

く

三

十

〜

三
 

十

一

年

度

の

計

測

値

か

ら

完

全

浇

定

方

式

に

よ

っ

て

ポ

め

ら

れ

た

も

の

で
あ

っ
 

た

。

こ

の

方

式

の

基

本

的

性

質

は

A
.
.
W
a
l
d

が

消

費

違

好

場

の

近

似

的

決

定

 

を

試

み

た

際

に

採

用

さ

れ

た

も

の

と

同

じ

で

あ

る

。

周

知

の

と

お

り

、

回

帰

方

 

程

_

の係
数

c
r
Q
=
l
,
2, 

S
)

は

推

定

誤

差

を

含

ん

で

い

る

と

考

え

ら

 

余

暇

.

所

得

選

好

場

と

変

位

の

赞

测

.

丨

れ
る
■か
ら
.、
こ
；
の0?
を
23
.〜

24
.

式
に
逐
次
代
入
し<て
解
.い
て
求
め
た

.
7
c
e

=
. 

V

 2
,

Co
, V

 5
)

と
変
位
。ハ

1

フ

メ

ダ

み
41
'

、
ro

、

ハ
：
の

値

は

(

i

ム

を
.
 

別
と
し
て)

当
然
計
測
誤
差
を
伴
う
で
あ
ろ
う
。
完
全
決
定
方
式
に
つ
い
て
試

 

み
ら
れ
た
多
く
の.計
測
経
験
に
膨
ら
し
て
み
れ
ば
、
観
測A
と
B
と
は
ハ
す
く 

な
く
と
%
現
段
階
に
お
い
て'

)

■良
好
な一

致
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
観
 

测
値
の
二
つ
の
：組
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
で
独
立
に
行
な
わ
れ
た
推
定
の
結
果
が

 

こ
の
程
度
に
：一
致
を
見
た
：と
い
う
こ
と
は
、
安
定
的
な
選
好
場
常
数

n
、
r3
、
 

^
か
存
在
し
、.旦
つ
同
時
に
：核
収
入
階
層
め
間
に
は
選
好
場
を
特
性
づ
け
る
余

 

暇
と
所
得
の
限
界
効
用
の
截
片
が
規
則
的
に
変
位
し
て
い
る
と
い
う
仮
説

 

を
支
持
す
る
事
実■と
考
え
て
■よ
い
.で
あ
ろ
.う
。_

ぐ
⑵
昭
和
三
ホ
ニ
年
の
有
業
率.

(

観
測
他)

に
対
す
る
説
明
能
力
 

:

二
十
九〜

三
十
一
年
の
観
測
か
ら
推
定
さ
れ
た
選
好
場
常
数
と
変
位
パ
ラ
メ

 

タ
が
普
遍
的
.な
耩
造
常
数
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
値
を
切
と
?
の
1ー1士

一 

年
に
お
け
る
値
と
と
も
に
、
軸.式

(

又
は
⑽
式)

に
代
入
し
て
得
ら
れ
た
供
給
，

 

方
程
式
は
、
昭
和
三
十
ニ
年
の
有
業
率X
は
佘
暇
率)

の
各
階
層
に
お
け
る
 

値
を
よ
く
説
明
す
る
で
あ
ろ
づ。：

, 

計
測
<
を
も
ち
い
て
三
十
：ニ
年
度
に
観
測
さ
れ
る
で
あ
'ろ
う
回
帰
方
程
式
を

 

計
算
す
る
。
ま
ず
み
の
；値
は
三
十
ニ
年
度
の
家
計
調
査
資
料
か
ら

*

• W
3
A
0
1
7
2
2

 

と
計
算
さ
れ
る
。
ま

た0
,
'
?
.
1
に
よ
っ
て
、、

'
 

f
3
2
=
1
.
o
3

0,-
9

s
=
1
.
0
0
0
)

。
孤
と
朽
を
铖
に
代
入
す
る
今
.■

ニ
五
：C

八
五
五)

.

.



第 4 表

階層
A

U s

2 0.2176 0,0643
3 0.2310 0.0547
4 .0.1705 0.0034
5 0.1537 -0 .0 2 5 8 、

6 0.1336 -0.0075
7 0.1100 -0.0290
8 0.0953 -0,0014

9 0.0824 0.0075

10 0.0754 0.0079

11 0.0501 0.0270
12 0.0476 0.0238
13 0.0365 0.0134

猱

0
0
3

0057
—
0.08994.

十 4511.

が
求
め
ら
れ
る
。
i

れ
は
.

三
十
|

:

ー
年
に
お
い
て
計
測
結
深
<
の
邐
好
場
か
ち
期 

待
さ
れ
る
回
帰
方
程
式
で
あ
る
。
'

脚

の

右

辺

に

、

一
一
一

+

一

ー

雲‘の
観
測
値
挪
、

N s
、

：

13
2

を
代
入
し
て̂

の
推
定
植
を
求
め
る
と
第4

表
.

崦
欄
0

通
り
で
あ
る0
:

.

' 

- 

:

:

-,•
■:
:

こ.
れ
と
附
表
。

I
I

 

1
02
5
800
7
502
9
000
1
400
7
500
7
927
0

02
3
801
3

4

P

〜

e>
の
実
測 

•W
O

’

.O

.

0.
-0
.

-0
.

-0
.

-0
:

0.
0.
0.
0.
0.
.

.

1I

の
差
他
は
同

. 

.
1

-

i 

1

'

V

-

;

.

.

■■
■

表

の

.
凝

に

掲
 

4

76
10
05
37
36
00
53
24
54
01
76
65

げ
る
。
推
定
値 

第 

<

"

0.
2

0.
2

0.
1

7

0.
1

0:
1

0.
1

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

0.
0

/
 

と
実
測
値
の
相 

.
1

 

. 

: 

I

ン

_

 

• 

—
関
係
数
只
は
：

,

2

 

3 

4
. 

5
:
6
.
7 

8 

9

10
11
12
13
W
I
0
.
9
2
4 

■
'

. 

‘
.：
 

.

で
あ
る
。

s

と
対
比
す
る
た
め
に
三
十
ニ
年
度
資
料
に
直
接
㈱
式
を
あ
て
a
め
て
推
定 

し
た
回
帰
方
程
式
は
、

,

.

.

,

.

 

.

-»
•

K1
.

这

^
=
0
0
4
6

00
6
1

—

0
0
9
6
3
9
4
^
^
-
+
6
3
7
3

00
7
-
:
^
-

W
=
S
3
5 

.

で
あ
る
。
物
式
の
相
関
係
数0
.
9
3
5
と
铋
の
相
関
係
数0
.
9
2
私
を
比
べ
れ
ば
、

一一

十
九〜

三
十
一
年
度
の
資
料
か
ら
求
め
た
選
好
場
常
数
れ
、
r3
、

r5
は
昭
和 

三
士
一
年
度
の
観
測
事
実
を
も.か
な
り
よ
く
説
明
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
.0

,

ニ

六

(

A
、五
六)

'L
か
：し
、
财
式
の.係
数
と
御
式
の
そ
れ
を
比
べ
る
と

o
r
d
e
r

に
関
し
て
は 

満
足
す
べ
き
；

t

致
を
見
る
が
な
お
若
千
の
骓
離
を
示
す
。
こ
れ
は
、

一
っ
に
は

 

11

十
九〜

m
-t
-
'

1

:畫

：の
邃
好
場
常
数
の
推
定
結
果
が
、
な
お
多
少
ひ
偏
り
を

 

:も
っ
た
め
で
あ
る.か

も

し

れ

な

い

。
，
し

か

し

、

rl
、

r3
、
一re
の
惟
定
結
果
が
妥
 

当

す

.
る

と

し

て

も

な

お

係

数

の

実

測

ft
'
と

選

好

物

。
ハ
ラ
メ
、タ

を

用

い

た

計

^g

 

< 

に
は
乘
離
の
お
こ
る
べf
j
:と
.が
模
型
自
体
の
構
成
か
ら
予
め
期
.待
さ
れ
る
点

 

.を
注
意
す
名
必
要
が
あ
る
。
期
待
さ
れ
る
骓
離
要
因
は
1
上
ふ
、̂1
、
ハ
、
A
と 

に
存
す
る
。

:

^
に
っ
い
：て
':
0

^
を
ニ
十
九
年
か
ら
三
士
ー
年
に
か
け
て
同
，ー
特
性
を
も
っ 

家
計
の
非
核
収
入
率
の
変
化
の
指
標
と
し
て
使
用
で
き
.る
た
め
に
は
、
三
十

一

一
 

年
.の
所
得
分
布
が
対
数
正
常
分
布
密
度§

 (

ジ
ブ
ラ
分
布
密
度
曲
線

1
左
右 

対
称—

)

_
に
よ
っ
て
十
分
よ
く
近
似
さ
れ
て
い
；な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し 

第
1
:図
か
ら
察
知
さ
_れ
''
-
よ̂
ぅ
に
、
.
三
士 一

年

度

の

分

布

は

比

較

的

上

^

^

層 

で
、
直
線
か
ら
は
ず
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
考
察
は
ま
.た
次
の
事
実
と
整
合 

的
で
あ
る
。
ず
な
わ
ち
、

J11

十

一
〜

三
十
二
年
度
資
料
を
対
に
し
て
違
好
場
常 

数
と
変
位
パ
ラ
：メ
タ
の
計
測
を
行
な
ぅ
と
、n

'
JO
、
ro
の
推
定
値
の
符
号
と 

0
这
玲
が
計
測
<
お
よ
び
3
に
お
け
る
推
定
値
の
と
異
な
る
こ
と
、
^,
の
|

肖 

の
変
化
す
る
こ.と
、.が
見
出
さ
れ
る
。.こ
の
よ
ぅ
に
^
の
値
を
適
切
に
把
抱
す 

る
'に
作
に
残
さ
れ
た
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

.
次
に
.為
、
ム
、̂

ハ
に
っ
い
て
。
後
に
再
び
触
れ
る
よ
ぅ
に
、
現
段
階
に 

お
け
る
計
測
方
法
は
、
違
好
場
変
位
の
規
則
性
を

pi
'
® '
鼢

の

変

位

状

態

と

し

て 

把
え
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
罾
-f
e
の
動
㈣
な
^

^
の
把
握
は
•

に
残
さ
れ
た

世帯麩 m
非'核収 
入 率

非 核  
宥業率

60 8763 6656 0.098

559 13133 7846 0.075

828 17720 9570 0.054

432 22290 10366 0.050

146 27162 8047 0.041

28 32626 5533 0.020

第 5 表
*

:
第
：:5
表

の
有
業
率
はF

I
E
S
.

資
料
の
も
の
ょ
り
も
有
意
に
高
い
が
、

，一.d
,れ
は
、

：

非
.核
.収
入
率
が
異
な
る
た
め
でぁ
る

こ
と
が
知
^.
れ
る
。 

こ
れ
ょ
り
、
'
脚
式
の
形
は
炭
坑
労
務
者
家
計
の
労
働
供
給
行
動
に

つ
い
て
'% 

:

:

.

.

,

.高
い
説
明
カ
を
昝
つ
こ
と
が
わ
か 

£

■;
る
。：

さ
ら
に
.
一
歩
進
め
て
都
市
勤
労 

•

者
家
計i

 (
F
I
E
S
)

か
ら
把
握
し 

1

た
選
好
場
が
、
.
は
た
し
て
炭
坑
労
務 

! •
•
'
:者
家
計
の
：そ
れ
と
異
な
る
か
ど
ぅ
か 

f

を
見
る
に
は
炭
坑
労
務
者
家
計
の
ル 

.>■
,
が
わ
か
っ
て̂
:
灸

け

れ

：
ば

な

ら

.な 

、_

「

い
P

し
か
し
、
こ
.

の
場
合
に
は
前
項

0

..

.
:の
_
計
算
法
は
適
用
でき

な
い
か

局
'
:

::少 人 婦
.

省 
'
働
.

.労
入 階 層  
亦業収入 )

9 9 9 9  

9 9 9  

1 9 9 9  

1 9 9 9  

> 9 9 9

m
空主:

〜 14! 
.〜1 9 !  

- 2 4 !  

― 2 9 !

以上

5 0 0 0 ；

10000 -

1 5 0 0 0

20000
2 5 0 0 0

3 0 0 0 0

ら
、
間
接
的
にI

推
定
す
る
方
法 

を

採

ろ

：ぅ
'0
. 

(
2
2
.
1
)

式

に

P
3
a
(

 =

 

l
.
o
e

F

I

•
資
料
か
ら
推
定
し
た 

計
測
値
：
X

A

又
は
B

 

V:

と
炭
坑
労
務 

.

者
家
計
の
p
a
"

r

. 

3
)

 

. (

^

式
ぬ
を
代
入
し
てI
を
逆
算
す
る
。..
Aに
よ
れ
ばw
*«
>
n
l
o
5
4
4
,
B

.に
よ
れ
ば 

w
f
l
o
7
s
o

を
得
る
。

こ
れ
は
、

阪
坑
労
務
者
家
計
が

F
I
E
S

家
計
と
同

绥

•&=
0
.
0
3
4
2
3
5

丨 0
0
7
4
1
0

00-
^
-
+
2
2
1
6
.
0
2
-
:
^

 

r
=
0
.
9

oq97

,
lj

七

；
バ
八
五
七

)

.問
題
で
あ
る
。
計
测
の
た
め
の
理
論
模
型
が
：こ
0
よ
う
な
性
格
を
も
マ
て
い
る
 

の
で
、
階
層
間
変
位
の
規
則
性
を
あ
ら
：わ
す
パ
ラ
メ
タ
為
、
み
、

ro
、.

C

は
本 

来
時
点
間
で
異
な
っ
た
値
をと
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
係
数
を
選

 

好
場
常
数
と
区
別
し.て

変

位

パ

；
ラ
メ
タ
と
よ
ぶ
の
は
こ
の
理
由
に
よ
る
も
の
で,
 

あ
る
。
従
っ
て
、
少
な
く
と
も
長
期
に
わ
た
る
予
测
作
業
が
行
な
わ
れ
る
た
め

 

に
は
、
変
位
パ
ラ
メ
タ
の
変
化
径
路
に
関
す
る
よ
り
1

な
1

が
得
ら
れ
る 

よ
う
な
方
式
が
樹
て
ら•れ

る

必

要

が

あ

る

.。

三

士

一

年

に

観

測

さ

れ

る

で

あ

ろ

 

..

う
回
帰
方
程
式
の
係
数
を
推
定
す
る
に
際
し
て
変
化
パ
ラ
メ
タ
の
値
は
一
一
十
九

 

〜

三
十 

一
®

の
そ
れ
を
用
い
た
こ
と
は
、'推
宏
ft
に
有
意
な
偏
り
を
与
え
る. 

こ
と
.は
む
し
ろ
予
想
さ
れ
る
と■こ
ろ
で
あ
る
。

■'
;

S

式
と
®
式
を
比
較
す
る
に
は
以
上
の
留
保
を
必
要
と
ず
る
と
考
え
ら
れ
る

 

.

が
^
こ
の
条
件
の
も
上
で
得
ら
れ
た
ニ
つ
の
結
果
は
へ
も
し
上
記
の
宴
因
の
作

. 

用
は
、
お
そ
ら
く
有
意
で
は
あ
ろ
う
が
、
：回
帰
方
程
式
.の
矛
測
上
係
数
.の
符
号
 

や

o
r
d
e
r

に
影
響
す
る
ほ
ど
の
程
度
の
も
の
で
は
な
い
と
考
え
.て
.よ
：
い

こ

と
:. 

を
示
す
と
-い
え
る
.で
；あ
ろ
う
。. 

一；.

く
..

坑家計との照磁ぐ

'■
_
,.•

:1

計
f

果
の
普
適
性
を̂

^
す

る

：靈
ー
一
の
方
法
と
し
て
炭
坑

i

者
家
計
の 

労
働
®

行
動
が
、
全
都
市
勤
労
者
世
帶
資
料
に
よ
る
計
測
結
果
と
整
合
的
で

 

,
.
.あ
る
.か
ど
：う

か

を

検

靜

す

.る
0 

V 

,

'■
第
5
表
よ
り
計
測
ず
る.と
：炭
坑
労
務
者
家
計
バ
昭
和
一

T

一
十
年
：一
月

)

の
労
働
_
:

:

供
^

^
程
式
卜
拗
式~
は
次
の
ど
お
り̂
あ
る
0
',
.
.
:,
ぐ

::
.
:
,::
v :

.

.

.

.

.

. 

: 

•
. 

,
.
. 

.

.

.
•
•

.■:

.

■:
,
'
.
'.
... 

■ 

■

:

.
-

:

余
暇
.r所
得
選
好
場
と
変
：体
の
計
測



二

八

./(

八
五
八

)
じ

rl
、

n
、

r3
を
も
つ
て
い
る
と
し
た
な
ら
ば赠

は

1
0
5

〜

l
boo
,

(

F
I
E
Sの
 

w
*
=
l
o
o

)
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ザ
を

(22,4) 

に
代
入
.す
る
と
.?0
。
=

0̂.787〜
i

'm.78_7

が

求

め

ら

れ

る
^-
と

す

で

に5-
-
卩
算 

き
れ
た
^
と

：3

£

8家
計
の
rl
、
M

y

r:
i
と
を(22.2)

に
炭
坑
世
帯
の
0|
と 

と
も
に
代
入
し
て
、n
が
計
算
さ
れ
る
。.(2

2
.
3
)

を
も
ち
い
て
、
同
様
に
炭 

坑
に
お
け
る
^0
の
値
^
が
計
算
さ
れ
る
。
結
果
ば
、

鋈

r
f

=
l

C D5
9

 〜
1
,
2
0
6

 

1
^
=
2
1
3
2
4

 〜
2
5
0
4
0

，で
あ
る
。
こ
の
値
は
、
：炭
坑
家
計
の
選
好
場
が
、
：余
暇
の
限
舞
効
用
の
変
位
。ハ

 

ラ

メ

タ

以
外
は
1

W

家
計
の
選
好
場
と
同
じ
形
を
も
っ

て
い
：た
な
ら
、

V

余 

暇
の
限
界
効
用
農
の
変
位
。ハ
ラ
メ
タ.は
：(

炭
坑
世
帯
に
つ
い
て
計
測
さ
れ
た.
 

c
af
=
l
,to
, S

)
.

を
生
み
出
す
に
は

)

.
い
く
ら
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を

 

，示
し
て
.い
る
。

Ĉ D
'

rl
と
A
は
第
3
表
所
掲
の
：

F
I
E
S
.
.
P
;

の
そ
れ
と
接
近 

し
て
い
る
。

こ
れ
は
、Q

0
CQ
資
料
に
含
ま
れ
る
家
計
の
‘
を
1
と
し
た
と 

き)

炭
坑
労
務
者
家
計
の
；

J

を
.1
0
5

〜

1
000
と
す
れ
ば
、
，こ
の
家
計
の
労
働
供
 

給
行
動
は
i
g

m *
帯
の
選
好
場
常
数
と
変
位
パラメ
タ

の

値

に

よ

っ

て

よ 

く
説
明
さ
れ
る

(
K
=
P
9
S
9
7
)

こ
と
.を
意
味
し
て
い
る。
'

ま
た
、
炭
坑
世
帯
の
非
核
収
入
率
は
世
帯
に
比
べ
て
大
き
い
値
を

 

も
つ
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
は
炭
坑
做
帯
に
お
い
て
.匀
*
>
1と
計
測
さ
れ
た
点
 

と
整
合
的
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
の
結
果
、
計
测
値<
1と
B

は
炭
坑
世
帶
の
供
給
行
動
と
も
整
合

昭和30〜31年 的
で
あ
っ
て
、
.計
測
結
果
の
普
適
性
と
矛
盾
す
る
事
実
は
少
な
く
と
も
現
分
析 

段
階
に
お
い.
て
は
見
出
さ
れ
な
い
。

⑷
計
測
階
層
を
変
え
た
場
合
::
_

こ
の
稿
の
計
測
で.
は
所
得
分
布
：

1

〇
0

分
位
を
用
い
て
観
測
範
囲
を
決
定
し 

た
ラ
こ
れ
に
対
し
て
前
稿
の
計
測
に
お
い
て
は
、

F
IE

S

 

第
2〜

15

核
収
入
階
層
と
厚
生
省
資
料
と
が
観
！
^

囲
. 

で
あ
マ
た
。
観
測
範
囲
を
前
計
測
と
お
な
じ
く
2

〜

15 

階
層
と
し
た
場
合
の
選
好
場
パ
ラ
メ
タ
ば
、
上
の
皿
り 

で
ぁ
る
。

.

昭
和
靡1

十
九〜

三
十
年
の
計
測
結
果
は
、
前
稿
の
計 

测
結
果
と
類
似
し
て
い
る
が
、
二
十
九

〜

三
十
、
三
十 

1

ニ
十J

年
計
測
結
果
は
計
测
入
お
ょ
び
迟
に
比
し
て 

著
し
く
安
定
性
を
欠
く
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
計
測
範 

囲

：を

一

律
15

階
層
に
と
っ
た
と
き
不
安
定
を
も
た
ら
す 

主
要
因
が
ど
こ
か
ら
来
る
か
に
つ
■い
て
は
、
な
お 

の
分
析
に
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
現
段
階
に
お
い
て 

は
、
少
な
く
ど
も
、
相
互
比
較
可
能
の
家
計
群
を
把
握 

す
る
た
め

に
仮
説
(6
)

に
ょ
っ

て
計
⑽
M

象
を
選
択
し
た 

場
合
は
.

-

律
15

階
層
.一
律
選
択
の
場
合
に
比
べ
て
著
し 

く
安
定
的
な
計
測
結
果
を
得
る
こ
と
が
わ
.か
っ
た
の 

は
、
本
稿
の
計
測
方
法
の
も
と
づ
く
諸
仮
説
を
支
#
す
る
事
実
と
考
え
ら
れ 

る
。
 

-

昭和29〜30年

J o = 2 1 0 3 5  

ムニ一1 . 5 9 7  

r 0 = 1 8 7 7 1  

A - - 1 . 0 7 1 0

7*5= —1.000 

てi = + 1 . 4 5 2  

T 3 — + 0 . 9 6 2

2967

-11.294

-7763

-3.116

11.
7 7 (

=
 

.==—
'.H 

o 

1 

o 

•
1

.
J

J

r

r

1.00 (

6卿  

1，58(

7 5  =

n -

の値をもつとき

-0.00015818I/P+3.9225 

0.00015618I/P+2.3664 

0.00015618I/P+5.1320

N/i=-0.00011713I/P+3,0188 

N/« ニ  ~0.00011713I/P-f 1,8517 

NAt^-0,00011713l/P+3.9260

第 6 表

選好場 

形 態 W-6.000P3 W=8,000ra

八
、
〇
0
〇
円
な
ら
第
三
欄
最
上
 

の
式
に
従
う
等
々
で
あ
る
。

核
収
入
ニ
一
、
九
五
三
円
の
階 

層
に
お
け
る
選
好
場
を
も
つ
家
計
 

に
上
記
の
意
味
で
急
速
な
核
取
入
 

変
化
が
あ
っ
た
と
き
は
非
核
取
入
 

率
が
'六
、
〇
〇
◦
円
な
ら
ば
、
第 

6
表
第
二
欄
最
上
の
式
、
狐
が

① 1=21,953に対する n T 4  

③ 1=10,000に対する j*2 

③ . 1=30,000に 対 す る ァ 4

1

一

九

C

八
五
九

)

—

II 

II

パ

パ

パ

:

N

N

N

.

静
的
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( 第 2 表 P 3) F i E S  昭 和 31 年

( 第 2 表 の 4 ) F1ES 昭 和 3 2 年

階 : JI 1 N I

3999 3.40 4,804
' 4000〜 7999 2.87 7,744

8000〜 11999 2.99 11,535
12000〜 15999 3.16 14,979
16000〜 19999 に 3.34 18,921

20000〜 23999 3.39 22,763
24000〜 27999 3.55 26,507
28000〜 31999 3.83 31,087
32000〜 35999 3.80 34,557
36000ん39999

■ ... ' ；
3.86 38,666

40000〜 43999 3.93 42.315
44000〜 47999 3.68 47,065
48000〜 51999 3.74 50,776
52000〜 55999 3,91 55,399
56000〜 59999 B.60 58,480

階 層 N  . . . I W {X

3999 
4000— 7999 
8000ん11999 

12000〜 15999 
1(3000〜 19999

2.87
2.98
2.45
3.45 
3.21

2,199.
7,890

11,470
15,168
19,165

6,693 
7,127 
7,379 
6,913 ： 
7,544 . ,

.1498

.2819

.2857

.1739

.1279

ン 20000〜 23999 
:■ 24000〜 27999 

28000〜 31999 
32000-^35999 
36000^39999

3.49 
3.58 
3.62 , 
3.78 
3.60

22,579 
27 ユ 27 
30,826 
34,441 

ゾ 38,794

I 蹀 1
、 8,468 , 

8.529 
7,717

.1261

.0810

.0939

.0899

.0838

40000〜 43999 
44000〜 47999 
48000— 51999 
52000^55999 
56000〜 59999

3,89

3.81
3.57
3.88

■ <； ,44,491 
46,358 
50,928 
55,234 
59,412

11,313
9.959
8,658
'2,522

14,406

.0771
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,1778
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( 第 2 表 の 1 ) F IE S  昭 和 2 9 年
へ •' . _

核 収 入 階 層 非核人員 ( N ) 核 収 入 a ) 非核政入率 (访 ) 非核有業率 ( パ)

〜 3999 3.63 2,604 6,690 .1901

4000 〜 7999 3.47 9,882 6,214 •2622

8000 〜 11999 3.48 11,814 7,771 ,1667

12000 ~  15999 B.54 14,955 6,436 へ .1554

16000 〜 19999 3.73 19,043 7,300 .1099.

20000 〜 23999 3.81 . 22,913 8,157 .1997

24000 〜 27999 4.00 26,834 6,746 .0925

28000 〜 3099 4.16 31,336 8,812 •0817

32000 〜 35999 4.22 35,255 8,663 .1043

36000 〜 39999 4.26 38,888 10,176 ,0798

40000 〜 43999 4.30 41,987 8,946 ,0814

44000 〜 47999 4.27 46,644 12,060 •0703

48000 〜 51999 4.52 51,063 14,854. •0610

52000 〜 55999 4.08 54,415 • 3,276 .0417

56000 〜 59999 3.60 59,935 6,233 .0833

( 第 2 表の 2 ) ；F1ES 昭 和 3 0 年

階 / 層 N I W / へ;:.:パ.:.，/

3999 3.55 1,873 4,451 .1831
4000— 7999 3.26 • 7,564 6,021 .2601
8000^11999 3.19 11,006 7,407 •1818

12000〜 15999 3.49 15,226 7,169 .1561
16000— 19999 3.52 18,833 8,068 .1165'

20000〜 23999 3.89 22,701 8,232 .1285
24000〜 27999 3.84 26,757 8,041 .0703
28000〜 31999 3.90 30,923 7,556 .0872
32000〜 35999 5 4.09 34,608 11,220 .0978
36000〜 39999 3.85 38,682 8,932 .0987

40000〜 43999 4.08 42,711 6,897 .0735
44000— 47999 3.71 48,980 12,048 .0728
48000〜 51999 . 3 . 8 9 50,521 11,914 .1080
52000〜 55999 3.86 54,816 7,811 •1477
56000〜 59999 4.20 56,612 10,650 •0238


